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震災伝承施設
詳しくはHPで

野田村復興
展示室

久慈地下
水族科学館
もぐらんぴあ
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復興、その先へ。復興、その先へ。
未来へつながる三陸未来へつながる三陸

「より良い復興～4本の柱～」を軸として、着実に復興に取り組む三陸。
復興の今に触れ、「その先」へ進む三陸を訪れてみませんか。

「より良い復興～4本の柱～」を軸として、着実に復興に取り組む三陸。
復興の今に触れ、「その先」へ進む三陸を訪れてみませんか。

４
本
の
柱

安全の確保

なりわいの再生

未来のための伝承･発信

暮らしの再建

東
日
本
大
震
災
津
波
で
は
、
家

屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
受
け
な

が
ら
も
、
犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ

た
洋
野
町
。八
木
地
区
で
は
毎
年
、

「
想お
も

へ
惨
禍
の
三
月
三
日
」
と
刻

ま
れ
た
昭
和
三
陸
津
波
の
慰
霊
碑

の
前
で
慰
霊
祭
を
行
い
、
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
主
防

災
会
長
の
話
か
ら
、
避
難
の
心
構

え
と
、
教
訓
を
継
承
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
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特
定
政
策
推
進
室
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か
つ
て
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
跡
。

採
掘
風
景
を
再
現
す
る
マ
ネ
キ
ン

人
形
は
、
マ
ン
ガ
ン
ボ
ー
イ
ズ
と

呼
ば
れ
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
鉱
物

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
や
ワ
イ
ン

の
貯
蔵
庫
も
必
見
。
こ
こ
で
採
掘

さ
れ
た
「
マ
リ
ン
ロ
ー
ズ
」
は
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
加
工
さ
れ
て

い
ま
す
。
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「YO
M

U
N

O
SU

」
は
、
１
階

に
観
光
案
内
所
と
カ
フ
ェ
、
２
・

３
階
に
図
書
館
が
あ
る
地
域
の
交

流
拠
点
で
す
。
カ
フ
ェ
「StAN

D
 

hibiki

」で
は
、久
慈
市
の
特
産「
い

わ
て
短
角
牛
」
を
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
「
短
角
牛
ヒ
ビ
キ
バ
ー

ガ
ー
セ
ッ
ト
」
が
人
気
。 

久
慈

市
が
舞
台
と
な
っ
た
ド
ラ
マ
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
の
衣
装
や
ジ
オ
ラ
マ

展
示
も
見
所
で
す
。
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津
波
の
教
訓
を
伝
え
る

自
主
防
災
会
長
の
話
を
聞
く

地
下
４
２
０
メ
ー
ト
ル

鉱
山
跡
の
地
下
博
物
館

久
慈
市
の
観
光
案
内
と

地
元
食
材
を
味
わ
う
カ
フ
ェ
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❸マリンローズパーク野田玉川❸マリンローズパーク野田玉川

❶ 八木防潮堤・昭和三陸津波慰霊碑❶ 八木防潮堤・昭和三陸津波慰霊碑学
ぶ

楽
し
む

立
ち
寄
る

沿岸北
エリア

▲海の方向を見て立つ「昭和
三陸津波慰霊碑」と防潮堤
八木地区。

▲個性溢れるマネキン人形も必見

▲マリンローズ
　原石

◀洋野町八木南町自主防災会長
　宇

う
部
べ
義
よし
治
はる
さん

館長の城
じょう
内
ない
義
よし
典
のり
さん▶

▲短角牛ヒビキ
　バーガーセット

館長の▶
舘
たて
博
ひろ
実
み
さん

自転車の
レンタルも
あります

八木防潮堤・
昭和三陸津波慰霊碑

YOMUNOSU

マリン
ローズパーク
野田玉川

小袖海岸（北限の海女素潜りの様子）


